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2018 年３月に告示された高等学校学習指導要領（以下、新学習指導要領）が、いよいよ来春から年次進行で

全面実施される。今夏までに、多くの高校が 2022 年度入学生対象の教育課程（以下、新教育課程）を編成し、

一部の高校ではホームページ等で公表している。 

河合塾では、公立普通科高校を対象に、ホームページでの新教育課程の公表状況を調査した。8月上旬時点

で、47 都道府県 1,214 校のホームページを調査し、うち 220 校が新教育課程を掲載。掲載校のうち、４年制

大学への進学を主眼に置いた教育課程を編成していると考えられる 165 校を「公立進学校」、専門学校への進

学や就職を希望する生徒も多い 55 校を「進路多様校」として分析した。以下、公立進学校のデータを中心に

紹介する。 

 

■公立進学校の８割が週当たり 32～34 単位で編成  

＜資料１＞は、公立進学校の文理分けの時期を示したも

のである。ここでは、文系・理系でコースやクラスを分け

る学校だけでなく、選択科目でゆるやかに文理に分かれて

いくパターンも「文理分け」として扱っている。 

公立進学校の８割が２年次、２割が３年次から文理分け

を実施している。週当たりの単位数が多い高校ほど、また

国公立大･難関大合格者の多い高校ほど、文理分けの時期は

遅くなる傾向にある。 

１年次の配当単位数＜資料２＞を見ると、公立進学校で

は週 32～34 単位が全体の８割を占める。都道府県によって

は、土曜日に授業を実施し、週 36 単位以上を置く高校もあ

った。一方、進路多様校では週 30～32 単位が８割を占め

た。２・３年次の週当たり単位数も同様の傾向である。 

高校によっては、教員の働き方改革や、生徒の学習負担

の軽減などを目的として、新教育課程への移行を機に授業

時数の削減を検討する高校もあると思われたが、進学校に

ついては依然として多くの授業時数を確保している。 

新教育課程では、地理歴史の共通必履修科目が増加した

ことに加えて、成年年齢引下げの影響により、家庭科や「公

共」は２年次までに履修する必要がある。そこで、１・２

年次の教育課程編成に悩む高校が多い。 

＜資料３＞は、高校によって履修年次が分かれる必履修

科目の設置状況をまとめたものである。「歴史総合」は９割

が１年次に置く一方、「家庭基礎（または家庭総合）」「公共」

「地理総合」「情報Ⅰ」のいずれかは２年次に履修する高校

が多い。 
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■「総合的な探究の時間」 ９割が３単位で履修 

「理数」設置校は少数 

 ここからは、新学習指導要領や、2025 年度大学入学共通テスト

（以下、共通テスト）の出題教科・科目などで、変更の大きかった

教科について見ていく。 

＜資料４＞は、「総合的な探究の時間」の履修単位数である。標

準単位数は３～６単位とされているが、９割近くの公立進学校が

３単位で編成。大半の高校が各学年に１単位ずつ配置するが、２年

次までに３単位置いて３年次には設置しない高校も見られる。 

新学習指導要領では、「各教科・科目において、横断的・総合的

な学習や探究が十分に行われること」などを条件として２単位ま

で減ずることができるが、実際に２単位とした高校は少数である。 

＜資料５＞は、新設教科「理数」の設置状況である。「理数探究」

または「理数探究基礎」を設置している高校は約１割で、「理数探

究」「理数探究基礎」を読み替えていると思われる学校設定科目を

設置している高校も約１割だった。いずれも、スーパーサイエンス

ハイスクール（SSH）の指定校などが中心である。設置している高

校も、理数科は「理数探究」、普通科は「総合的な探究の時間」と

いうように、一部の学科やコースのみでの設置が大半である。 

 

■「情報」 過半数が１年次の「情報Ⅰ」のみ設置 

科目構成が変更され、「情報Ⅰ」が共通必履修科目となった。ま

た、2025 年度共通テストでも「情報Ⅰ」を範囲として出題される

こととなった。 

共通必履修科目の「情報Ⅰ」は８割弱が１年次に設置。３年次に

置く公立進学校も一部見られた。調査対象校のうち、「情報Ⅱ」を

全員必修で置いている高校はなかった。 

選択科目として「情報Ⅱ」を置いている高校が２割弱、「情報演

習」「情報Ⅰ演習」などの学校設定科目を置いている高校が１割弱

で、いずれも数学、地理歴史・公民、国語（古典）などとの選択科

目となっている。 

＜資料６＞は、「情報Ⅰ」の履修年次と、「情報Ⅱ」や情報に関す

る演習科目等の設置状況をまとめたものである。 

教科「情報」については、過半数が「情報Ⅰ」を１年次に履修す

るのみである。一方、半数程度の公立進学校が２年次以降に何らかの形で「情報」に触れるように教育課程を

編成した。 

 

■「歴史総合」「地理総合」を１年次、「公共」を２年次に履修するパターンが約半数 

「地理総合」「歴史総合」「公共」（各２単位）が共通必履修科目となった。選択科目は、地理歴史は「地理

探究」「日本史探究」「世界史探究」（各３単位）が新設、公民は「倫理」「政治・経済」（各２単位）である。 

＜資料７＞は、共通必履修科目「地理総合」「歴史総合」「公共」の設置パターンを示したものである。 

も多いのは、①「地理総合」「歴史総合」を１年次に置き、２年次に「公共」を置くもので、全体の５割

弱を占める。次いで②「歴史総合」「公共」を１年次に置き、２年次に「地理総合」を置くものが続く。３科

目全てを１年次に置く高校は全体の１割にも満たず、いずれも週当たりの単位数が非常に多い高校である。 
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①のように「歴史総合」「地理総合」を１年次に設置する

と、扱う用語が多く、習熟に時間を要する地理歴史の選択

科目を２年次から設置できる。 

②のパターンの場合、国立文系（※１）では２・３年次

に「日本史探究」「世界史探究」を設置でき、大学入試に向

けた学習時間を確保できる。また、理系では共通テストで

の選択者が多い地理を２・３年次に連続して履修できる。 

＜資料８＞は、地理歴史・公民の選択科目のうち、 も

時間数の多い科目の単位数（※２）を示したものである。

国立文系は地理歴史選択科目の標準単位数（３単位）とす

る高校は非常に少数で、６単位以上を置く高校が大半を占

める。選択科目の標準単位数は現行課程のＢ科目（４単位）

よりも減っているが、選択科目の教科書や大学入試問題が

予測できないなかで、多くの高校が現行課程並みに編成し

ている。一方、教科書に掲載される用語や、入試問題で扱

われる用語の精選が進まなければ、標準単位数（３単位）

で指導する高校は、大学入試への対応が課題となる可能性

がある。 

理系は、「地理探究」を３～４単位で履修する高校と、「政

治・経済」または「倫理」を２単位で置く高校が多い。理系

には「世界史探究」「日本史探究」を置かない高校も多く、

2025 年度共通テストでは、まずは現行課程に近い「地理総合,地理探究」「公共,政治・経済」「公共,倫理」で

の受験を準備させる高校が多い。 

（※１）文系のうち、国立大コースと私立大コースに分けていない場合も、「国立文系」として扱っている。 

（※２）「日本史探究」に加えて「日本史演習」などを置いている場合は、演習系科目も「日本史探究」の単位数として計上。 

 

■国立文系２割、理系５割超が「文学国語」を未設置 

国語は、新設の選択科目「論理国語」「文学国語」の設置

に悩んだ高校が多いのではないか。 

＜資料９・10＞は、国語の選択科目の単位数を示したも

のである。なお、調査対象校に「国語表現」を必修として

いる高校がなかったため、グラフでは割愛している。 

また、「文学国語」を設置していない高校で、「文学探究」

「文学演習」などの学校設定科目を設置している場合は「文

学国語」として扱うなど、関連する科目も単位数に計上し

た。 

「論理国語」は、国立文系、理系ともに８割近くが標準

単位数（４単位）以上で設置している。 

「文学国語」は、国立文系では２割が設置せず、４割弱

が標準単位数未満での設置である。理系では未設置が５割

を超えた。高校生のうちに文学に触れる機会が減少するこ

とが懸念されるとともに、大学入試における「文学的な文

章」への対応が手薄になることも危惧される。 

「古典探究」は、国立文系の９割以上、理系の６割近く

が標準単位数以上で設置している。現行課程の「古典Ｂ」

と同様の単位数を移行させた高校が多い。 
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■３分の１の高校が「数学Ｃ」を２年次から履修 

数学で焦点になるのが「数学Ｃ」の扱いである。 

数学については、2025 年度共通テストからの科目変更の

影響が大きい。グループ①の「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・Ａ」は現

行と同様であるものの、グループ②は「数学Ⅱ・数学Ｂ・

数学Ｃ」の１科目のみとなる。数学Ｂ・数学Ｃについては、

４項目（数学Ｂ：「数列」「統計的な推測」、数学Ｃ：「ベク

トル」「平面上の曲線と複素数平面」）のうち３項目の内容

を選択解答する。 

そのため、国公立大学をめざす生徒は、文系であっても

「数学Ｃ」を履修することが実質的に必須となった。 

＜資料 11＞を見ると、理系の全て、国立文系の９割以上

が「数学Ｃ」または「数学Ｃ」の要素を含むと考えられる

学校設定科目を設置している。国立文系で「数学Ｃ」を１

単位のみ置いている高校は、「ベクトル」のみを扱うことを

想定しているようだ。 

＜資料 12＞は、数学Ｃを初めて設置する年次の分布であ

る。全体の３分の１が２年次から「数学Ｃ」を設置してい

る。数学Ｃを２年次から置く高校は、現行の共通テストで

も選択者が多い「数列」「ベクトル」の２分野に加えて、「統

計的な推測」「平面上の曲線と複素数平面」のいずれか１分

野から選択させることを念頭に準備させると考えられる。 

また、２年次から「数学Ｃ」を設置すると、２年次で数学Ｂ「数列」と数学Ｃ「ベクトル」を扱い、３年次

で数学Ｂ「統計的な推測」と数学Ｃ「平面上の曲線と複素数平面」を扱うなど、現行課程の理系クラスでの授

業の流れに近い順で指導できる。そうした利点を意識した高校もあるようだ。 

 

ここまで、公立進学校の新教育課程カリキュラムの状況について紹介した。河合塾が発行する進路指導情報

誌『Guideline10・11 月号』（10 月上旬発行）では、新学習指導要領の全体的なポイントや新教育課程に加え

て、新設科目の指導方法などについて、高校取材も交えて紹介する予定だ。こちらもご参照いただきたい。 


